
社会貢献
舞鶴高専における事業展開

　舞鶴高専は、地域社会の発展に寄与する高専とし
て、３年間さまざまな取組を行ってきました。平成
２７年度のＣＯＣ事業社会貢献部門では、自然災害
や事故に備えた地域の防災と教育支援、出前授業・
公開講座の実施、および商店街サテライトラボの取
組に重点を置き、地域の教育力向上のための支援を
積極的に行いました。その結果、学生の地域学習能
力および教員の教育・研究の成果が共に向上する「学
び手よし」、「教え手よし」、「世間よし」の三方よし
を実現することができました。
　まず、自然災害や事故に備えた地域の防災と教育
支援の一例としては、平成２７年１１月１５日（日）
に赤れんがパークで開催された中丹絆フェスタにお
いて、公開講座「防災について学ぼう」を上杉准教授、
加登准教授と学生６名が行いました。段ボールキッ
トを使った工作や、ミニショベルカーの操作体験の
他、災害時に携帯電話等が使えないような場合の通
信手段として、国家資格が無くても使える無線機に
よって通信可能な舞鶴市内の地点のマップ展示を行
いました。
　次に、工学への興味・関心、学習意欲の向上を目
的とする初等中等教育機関への活動や、教職員に対
する活動として、出前授業および公開講座を計画し
ました。平成２７年９月２０日（日）と２１日（月）に、
本校地域共同テクノセンターにて、「第１回 ナノテ
クデー」を実施しました。清原准教授、内海准教授、
石川准教授と学生２名が、ナノテクノロジーの紹介
と実験を行いました。また、平成２７年１１月１４

日（土）と１５日（日）にも、内海准教授・石川准
教授（小学生対象）、清原准教授・小林准教授（中
学 生 対 象）と 本 校 学 生 ５ 名 が、「第 ２ 回 ナ ノ テ ク
デー」を実施しました。
　また、電子制御工学科の野間教授、教育研究支援
センターの畑技術専門職員および学生６名による舞
鶴市立三笠小学校での出前授業、「水の流れをマー
ブリングしてみよう！」、「自動車のまわりの流れを
見てみよう！」を実施しました。機械工学科の生水
教授、山田准教授と学生５名が、「第２０回青少年
のための科学の祭典　京都大会」に出展しました。
電気情報工学科の舩木准教授，丹下准教授、教育研
究支援センターの福井，畑技術専門職員が、京都府
立特別支援学校研究会の教職員を対象に、「引っ張
りスイッチ」を題材として出前授業を実施しました。
電気情報工学科の新池教授と学生５名が、舞鶴市内
の小学校理科クラブでのモノづくり出前授業と京都
工 芸 繊 維 大 学 を 会 場 と す る 公 開 講 座 を 実 施 し ま し
た。建設システム工学科の尾上教授と、尾上研究室
の学生とデザコン部の部員が、平成２７年７月４日

（土）に、公開講座、「まちをつくろう１」を舞鶴市
の八島商店街で行われる「東舞鶴はまっこ夜の市」
の関連イベントとして舞鶴高専の商店街ラボ「よろ
ず」で行いました。
　本年度、社会貢献部門が取組んだ一例を記載しま
したが、上記以外に年間数十回以上の公開講座と出
前授業を実施しました。本事業は、地域防災への支
援、および初等中等教育機関で学ぶ児童と生徒に対
し、モノづくりマインドと工学に関する興味・関心・
学習意欲の向上の一助となり、本校の教職員と学生
が社会貢献の重要性を認識するものとなりました。
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舞鶴高専は平成２５年度に京都工芸繊維大学と共に
「地（知）の拠点整備事業」の推進校に指定されました。

「地（知）の拠点」として教育、研究、社会貢献の３

つの分野でさまざまな活動を推進しています。推進

主体として「ＣＯＣプロジェクト推進会議」を設け、

校長のリーダーシップのもと、全校一丸となって取

り組んでいます。

　平成２７年度はＣＯＣプロジェクト３年目と
なります。公開講座・出前授業実施件数にも見

られるように本プロジェクトは着実に成果を上

げています。

 この冊子では教育、研究、社会貢献それぞれ
の分野の取組状況を詳しく報告いたします。

ＣＯＣプロジェクト推進体制

モデルコアカリキュラム

　（独）国立高専機構が定めた分野別の到達目標（モ
デルコアカリキュラム）により、教育の質保証と、
高 専 教 育 の よ り 一 層 の 高 度 化 を 図 る た め の「モ デ
ル」教育を実施しています。
　こ れ ま で も、本 校 は 専 攻 科 に お い て、京 都 北 部
や 京 都 市 内 の 企 業 と、京 都 ブ ラ ン ド に よ る 人 材 育
成 と 地 域 創 生 や 企 画・開 発 か ら 試 作 に 至 る 問 題 解
決 型 イ ン タ ー ン シ ッ プ な ど、京 都 と い う 地 域 特 性

を 生 か し た 取 組 を 実 践 し て き ま し た。そ う し た 実
績 を 基 盤 と し つ つ、地 域 に 関 す る 学 修 を 充 実 さ せ
る と も に、産 業 界 と の 連 携 や、小 中 学 校 に お け る
教 育 内 容・方 法 の 改 善 を 踏 ま え、地 域 に お け る 初
等 中 等 教 育 と 接 続・連 携 し、京 都 に お け る 工 学 系
人 材 育 成 モ デ ル の 構 築・実 践 を 内 容 と す る 教 育 を
実施しています。

アントレプレナー教育

　ア ン ト レ プ レ ナ ー 教 育 の 実 施 に よ り、独 創 性・創 造 性
を 持 っ た 開 発 型 の 技 術 者 を 育 成 す る と 共 に、そ の よ う な
能 力 を 持 つ 技 術 者 を こ の 地 域 に 送 り、地 域 の 新 し い 産 業
の創出、新しい分野への展開を支援しています。
　今年度は、「舞鶴高専創立５０周年事業・記念講演」と
し て、本 校 卒 業 生（１ ９ ９ ８ 年 電 子 制 御 工 学 科 卒）で あ
るさくらインターネット㈱代表取締役社長 田中邦裕氏を
講師に迎え、「舞鶴高専と私たちの未来」と題して、全学
生 を 対 象 に 講 演 会 を 開 催 し ま し た。田 中 氏 は、本 校 在 学
中 に 起 業 し た 経 験 を も と に、今 や る べ き こ と、や り た い
ことをやる大切さを学生たちに語りかけました。

公開講座・出前授業実施件数（件）
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専攻科再編

　地 域 志 向 教 育 を さ ら に 進 め る た
め、平成２７年度より専攻科を再編
し、融合複合教育を取り入れた新し
い教育を導入しました。全体を「総
合システム工学専攻」の一つの専攻
として、そのもとに三つの専門工学
コースを設置しました。　これまで
の本科電気情報工学科と電子制御工
学科をもととした「電気電子システ
ム 工 学 コ ー ス」、機 械 工 学 科 と 電 子
制御工学科をもととした「機械制御
シ ス テ ム 工 学 コ ー ス」、さ ら に 建 設
システム工学のみからなる「建設工
学コース」の三コース制に改組しま
し た。特 に、「建 設 工 学 コ ー ス」は
地 域 支 援 に 特 化 し た コ ー ス と し て、
さらに地域志向教育を充実させるた
めのコースです。
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知の統合・エンジニアリング
デザイン・地域貢献（COC事業）

知の追求・専門応用工学

創造性・独創性教育

各学科の専門教育

4学科の専門共通教育

各学科の専門基礎教育

混合学級による工学基礎教育

　本 校 の 電 気 情 報 工 学 科 ま た は
電 子 制 御 工 学 科 で 修 得 し た、も
し く は こ れ ら と 同 等 の 基 礎 学 力
と 専 門 知 識 に 基 づ き 電 気・電 子
工 学、情 報・通 信 工 学、制 御 工
学 等 に 係 わ る、よ り 高 度 で 実 践
的 な 最 新 の 技 術 教 育 を 行 い、電
気 電 子 物 性 お よ び 電 力・制 御・
情 報 通 信 シ ス テ ム 等 の 分 野 で 活
躍 し、地 域 の 発 展 の た め に 地 域
社 会 に 貢 献 で き る 独 創 性 豊 か な
研 究 開 発 型 の 技 術 者 の 育 成 を 目
指します。

電気電子システム工学コース

　本 校 の 機 械 工 学 科 ま た は 電 子
制 御 工 学 科 で 修 得 し た、も し く
は こ れ ら と 同 等 の 基 礎 学 力 と 専
門 知 識 に 基 づ き、先 端 材 料、流
体 工 学、熱 工 学、制 御 技 術 お よ
び メ カ ト ロ ニ ク ス 等 に 係 わ る、
よ り 高 度 で 実 践 的 な 最 新 の 技 術
教 育 を 行 い、機 械 シ ス テ ム、制
御 シ ス テ ム 等 の 分 野 で 活 躍 し、
地 域 の 発 展 の た め に 地 域 社 会 に
貢 献 で き る 独 創 性 豊 か な 研 究 開
発 型 の 技 術 者 の 育 成 を 目 指 し ま
す。

機械制御システム工学コース

　最も地域に関連したコースであり、
本校の建設システム工学科で修得し
たもしくはこれらと同等の基礎学力
と専門知識に基づき、構造・耐震、
建設材料地盤、水圏環境、防災、ま
ちづくり建築設計、建築環境、建設
計画等に係わる、より高度で実践的
な最新の技術教育を行い、環境やエ
ネスギーに配慮した自然災害に強い
安全な社会基盤および建築物の設計・
施工・維持管理等の分野で活躍し、
地域の発展のために地域社会に貢献
できる独創性豊かな研究開発型の土
木・建築技術者の育成を目指します。

建設工学コース

総合システム工学専攻

研究

　安全・安心な暮らしには、橋梁やトンネル、高速道路等の社会基盤（イ
ンフラ）の適正な維持管理が不可欠です。インフラの老朽化が全国的
に問題となる中、市町村は技術力不足のため適切な維持管理が困難な
状 況 に あ り ま す。『建 設』か ら『維 持 管 理』へ 思 考 を 転 換 し、イ ン フ
ラの維持管理や修繕等に対応できる人材の育成が急務です。
　社会基盤メンテナンス教育センター（iMec）は、インフラの維持管
理に関する実践的な教育システムを構築するため、平成２６年１月２３
日に舞鶴工業高等専門学校内に開設されました。全国の高専生や地方自
治体職員、民間技術者などを幅広く受け入れ、現場に密着した教育セン
ターとして、維持管理技術に特化した人材育成を行います。
　iMec が実施する講習会では、インフラの劣化発見や点検技術向上
のため、座学に加え、非破壊検査の実習や全国各地から収集した橋梁
の劣化部材の見学等の体験型学習を行っています。また、橋の長寿命
化修繕計画の策定や修繕工事の実施に必要なノウハウ、行政の課題解
決の取組について、実際の事例から学ぶことができます。

　今年度の活動として、行政技術職員（国土交通省近畿地方整備局、
京都府、舞鶴市、福知山市、綾部市）を対象に１泊１.５日の講習会を
９回実施（受講人数６９名）しました。また、民間技術者（地元ゼネコン、
コンサルタント、調査会社等、４１社）を対象に同様の講習会を９回
実施（受講人数７２名）しました。
　また、高専生を対象とした夏季インターンシップを８月１７日（月）
から２１日（金）の期間（受講人数５名）受け入れました。通常の講
習会に加えて舞鶴市が管理する実際の鋼橋と RC 橋の点検実習を行い、
その成果の報告会を開催するなどの現場実習を行いました。また、イ
ンターンシップの最後には、舞鶴市役所にご協力いただき、舞鶴クレ
インブリッジの内部を見学し、その後 1 週間のおさらいをして修了し
ました。

　その他、昨年に続いて１２月１２日（土）に京都市立伏見工業高校
生を対象に出前講座を実施しました。社会基盤のメンテナンスに興味
のある２,３年生の有志１５名（引率の先生２名）を対象とし、主に劣
化教材を用いた体験実習に取組んでいただきました。

　社会基盤のメンテナンスは緒についたばかりで、それを担う技術者
数が全国的に不足しています。「地元の橋は地元で守る」をスローガ
ンに iMec の活動を継続し、発展させていきたいと考えています。

社会基盤メンテナンス教育センター（iMec）

講習会の様子

インターンシップの様子

出前授業の様子
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地域企業との共同研究

　東日本大震災以降、原子力に頼らない新
たなエネルギーによる発電システムの構築
が求められています。その一つとして、新
たなエネルギーとなる工業排熱を利用した
発電システムをテーマに、境界層効果を利
用したブレードレスタービンによる発電シ
ステムの製作に取り組んでいます。ブレー
ドレスタービンとは、等間隔に重ねあわせ
たドーナツ形のディスクを羽根車とし、そ
のディスク間に高速の流体を吹き付け流体
の粘性によって回転力を得る方式のタービ
ンです。流体の流れの方向を変えるとポン
プとしても動作します。構造が簡単である、
耐久性に優れ保守性が良い、様々な流体を
利用できるといった特徴があるため、様々
な環境下での使用が想定され研究が進めら
れています。しかし、計算上は高い効率を
示しますが、実際の試験ではその他のター
ビンと同様の効率しか実現することができ
ないため、高効率化に向けてノズルやディ
スク形状など検討、試作および実験を行っ
ています。

　綾部市の京都プラント工業㈱と連携して
廃油を燃焼用燃料として使用することを目
的に研究を行っています。京都プラント工
業㈱で廃油に加工を加え、本校で廃油の燃
焼試験を行い、廃油の再生と適切な利用を
目指します。本研究は一般社団法人京都府
産業廃棄物３Ｒ支援センターより助成を受
け、平成２６年後半からプロジェクトを開
始しています。全くゼロからのスタートで
したが、平成２７年９月には燃焼試験機に
関する実験器材の準備を整え、１０月より
予備実験を繰り返し、実験方法の確立を行っ
てきました。その結果、１１月より本格的
にデータ取得が行えるようになりました。
　まずは軽油の燃焼に関して、排出ガス特
性、炉内参考温度、燃費の計測を行いました。
燃料と空気の混合割合（空気過剰率）を変
更して試験したところ、空気過剰率を上げ
ると炉内温度が低下し、窒素酸化物（NOx）
が下がるという結果が得られました。
次に、軽油に２０～５０％の廃油を混合し
た燃料の燃焼試験を行い、軽油に対する運
転領域拡大の可能を調査する予定です。さ
らに廃油に改質を加えた燃料を用いて試験
を行い、廃油の有効利用を目指します。

舞鶴高専地域テクノアカデミア

　「舞鶴高専地域テクノアカデミア」は舞鶴高専と地域
産業界との連携を強化するためにＣＯＣ事業の開始を
きっかけとして平成２６年３月に設立されました。会長
は㈱日進製作所の錦織会長、副会長は日東精工㈱の材木
社長、会員企業は現在２２社です。年に１度の総会、見
学会、ＣＯＣフォーラムの共同開催などを実施していま
す。今年度は初めての試みとして見学会に合わせて舞鶴
高専の教員３名による講演会も実施しました。会員企業
との共同研究や会員企業から舞鶴高専への講師派遣など
も実施しており、舞鶴高専の産学連携活動の重要な拠点
になっています。

エンジニアリングデザイン演習

　エンジニアリングデザインとは顧客からの要求に応じ
て製品やシステムを開発する一連のプロセスを意味して
います。エンジニアリングデザイン演習は専攻科２年生
の科目であり、このような一連のプロセスを疑似体験し
て製品開発能力を身につけます。舞鶴高専では企業の協
力を得て製品の企画、設計、製造、品質管理などの各分
野のベテラン技術者を派遣いただき、学生の演習を実施
しています。今年度は㈱日進製作所、㈱堀場製作所、加
美電機㈱の３社から１０数名の技術者に担当いただきま
した。

エンジニアリングデザイン演習

講演会（平地教授の講演）

総会の様子

ブレードレス
タービンによる
発電システム

実験中の様子

廃油リサイクルバーナー 廃油燃焼の様子
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います。エンジニアリングデザイン演習は専攻科２年生
の科目であり、このような一連のプロセスを疑似体験し
て製品開発能力を身につけます。舞鶴高専では企業の協
力を得て製品の企画、設計、製造、品質管理などの各分
野のベテラン技術者を派遣いただき、学生の演習を実施
しています。今年度は㈱日進製作所、㈱堀場製作所、加
美電機㈱の３社から１０数名の技術者に担当いただきま
した。

エンジニアリングデザイン演習

講演会（平地教授の講演）

総会の様子

ブレードレス
タービンによる
発電システム

実験中の様子

廃油リサイクルバーナー 廃油燃焼の様子



社会貢献
舞鶴高専における事業展開

　舞鶴高専は、地域社会の発展に寄与する高専とし
て、３年間さまざまな取組を行ってきました。平成
２７年度のＣＯＣ事業社会貢献部門では、自然災害
や事故に備えた地域の防災と教育支援、出前授業・
公開講座の実施、および商店街サテライトラボの取
組に重点を置き、地域の教育力向上のための支援を
積極的に行いました。その結果、学生の地域学習能
力および教員の教育・研究の成果が共に向上する「学
び手よし」、「教え手よし」、「世間よし」の三方よし
を実現することができました。
　まず、自然災害や事故に備えた地域の防災と教育
支援の一例としては、平成２７年１１月１５日（日）
に赤れんがパークで開催された中丹絆フェスタにお
いて、公開講座「防災について学ぼう」を上杉准教授、
加登准教授と学生６名が行いました。段ボールキッ
トを使った工作や、ミニショベルカーの操作体験の
他、災害時に携帯電話等が使えないような場合の通
信手段として、国家資格が無くても使える無線機に
よって通信可能な舞鶴市内の地点のマップ展示を行
いました。
　次に、工学への興味・関心、学習意欲の向上を目
的とする初等中等教育機関への活動や、教職員に対
する活動として、出前授業および公開講座を計画し
ました。平成２７年９月２０日（日）と２１日（月）に、
本校地域共同テクノセンターにて、「第１回 ナノテ
クデー」を実施しました。清原准教授、内海准教授、
石川准教授と学生２名が、ナノテクノロジーの紹介
と実験を行いました。また、平成２７年１１月１４

日（土）と１５日（日）にも、内海准教授・石川准
教授（小学生対象）、清原准教授・小林准教授（中
学 生 対 象）と 本 校 学 生 ５ 名 が、「第 ２ 回 ナ ノ テ ク
デー」を実施しました。
　また、電子制御工学科の野間教授、教育研究支援
センターの畑技術専門職員および学生６名による舞
鶴市立三笠小学校での出前授業、「水の流れをマー
ブリングしてみよう！」、「自動車のまわりの流れを
見てみよう！」を実施しました。機械工学科の生水
教授、山田准教授と学生５名が、「第２０回青少年
のための科学の祭典　京都大会」に出展しました。
電気情報工学科の舩木准教授，丹下准教授、教育研
究支援センターの福井，畑技術専門職員が、京都府
立特別支援学校研究会の教職員を対象に、「引っ張
りスイッチ」を題材として出前授業を実施しました。
電気情報工学科の新池教授と学生５名が、舞鶴市内
の小学校理科クラブでのモノづくり出前授業と京都
工 芸 繊 維 大 学 を 会 場 と す る 公 開 講 座 を 実 施 し ま し
た。建設システム工学科の尾上教授と、尾上研究室
の学生とデザコン部の部員が、平成２７年７月４日

（土）に、公開講座、「まちをつくろう１」を舞鶴市
の八島商店街で行われる「東舞鶴はまっこ夜の市」
の関連イベントとして舞鶴高専の商店街ラボ「よろ
ず」で行いました。
　本年度、社会貢献部門が取組んだ一例を記載しま
したが、上記以外に年間数十回以上の公開講座と出
前授業を実施しました。本事業は、地域防災への支
援、および初等中等教育機関で学ぶ児童と生徒に対
し、モノづくりマインドと工学に関する興味・関心・
学習意欲の向上の一助となり、本校の教職員と学生
が社会貢献の重要性を認識するものとなりました。

Learning with the community
Living with the community
Learning with the community
Living with the community

「防災について学ぼう」 京都府立特別支援学校出前授業
「引っ張りスイッチ」

「水の流れをマーブリングしてみよう！」
「自動車のまわりの流れを見てみよう！」

平成２７年度実施概要

Learning with the community
Living with the community

National Institute of Technology,  Maizuru College
（独）国立高専機構 舞鶴工業高等専門学校

〒625-8511 京都府舞鶴市字白屋 234 番地
電話 (0773) ( 代表 )62-5600
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